



























































































































































































8 州にすぎなかったが、1985 年には 20 州、さら
に 2000 年には 38 州に至っている。また、少年
事件を少年裁判所又は刑事裁判所のどちらに送致
するかの判断を検察官に委ねる「検察官先議」を
採用した州は 1970 年代では 2 州のみであった























刑事責任年齢の 10 歳から 16 歳未満（1905 年法

















































この改正から 3 年後の 1985 年、州議会は、い
わゆる「学校安全法」（Safe School Act）を制定し、







さらに 1995 年には、対象年齢を 13 歳以上の
少年までに引き下げ、性的暴行、加重誘拐の過程






そして 1999 年には、注 (9) で触れた「一度成
人として扱われた者は、以後、犯罪を犯した場合
には必ず成人として扱われる制度」（Once an 










































of Cook County Public Defender) が 1999 年 10 
月から 2000 年 9 月までの間のクック・カウン
ティの刑事裁判所に自動的移送された少年 393 
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ノリティーであり、移送された少年の 3 分の 2 











































人数は、最初の 1 年で 361 名から 127 名に、さ




























この団体は、2010 年 1 月 1 日から 2012 年 12 
月 31 日までの 3 年間に、クック・カウンティの
少年拘置施設に収容され、刑事裁判所において起
訴され判決が下された 17 歳未満の 257 名の少年

































































はこれが導入された 2 年後の 1984 年、州最高裁
による「J.S. 判決」によって、既にその合憲性は
確認されていた。 































































2014 年 10 月 17 日、州最高裁は、少年側の主
張それぞれにつき、①デュー・プロセス条項と修











































































2015 年 5 月、この法案はついに州議会により
可決され、同年 8 月の州知事の署名を経て、 2016 
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